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環境問題の多様性
6 月 5 日は「世界環境デー」です．1972 年 6 月にストックホルムで開催され

た「国連人間環境会議」を記念して，国連が日本の提案を受けて定めたものと
言われています．提案元の日本ではさらに，平成 3 年から 6 月を「環境月間」
と定め，環境保健や環境保全の重要性を啓発し，国民の環境保全活動の意欲を
高めることなどを趣旨として，関連行事が全国的に実施されています．そこで
本誌でも，今月号の特集は「環境問題」をテーマに企画してみました．
環境問題は公衆衛生の重要課題ですが，本誌の特集としては数年ぶりの企画

です．1980 年頃までの大学の公衆衛生学の講義において環境問題と言えば，水
俣病や四日市喘息など，特定地域の「公害」が主要なテーマでした．このよう
な過去を教訓にして，日本では，国が定めた様々な環境基準に基づき，企業等
の環境対策が強化された結果，従来型の公害による新たな健康被害は激減しま
した．しかし，国外に目を向けると，急速な経済発展の途上にあるアジア諸国
では，日本が過去に経験した公害をさらに深刻化した形で繰り返しており，優
れた環境対策の技術移転や公害被害者救済支援などの分野で，日本が果たすべ
き役割が大きくなっています．
また最近は，地球温暖化や酸性雨，オゾン層の破壊といった地球規模の環境

問題への対応が急務になっています．さらに環境ホルモンのように，ごく微量
でも生態系に大きな影響を及ぼす可能性のある化学物質への対応や，携帯電話
等の利便性の陰で不安視されている電磁波の健康影響に関する研究が注目され
るなど，環境問題は非常に多様化してきました．これに対応して，環境対策に
関わる部局も多様化し，環境税の導入など経済・財政部局の関与も多くなりま
した．
そこで本号では，世界規模で多様化する環境問題の最近の動向を概観すると

ともに，環境問題に対する多分野の取り組みを紹介させていただきます．
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